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となっていますが、発生源からの距離に
よって、被害の内容・程度は異なってい
ます。
　例えば、中国では、砂塵と強風により
家屋の倒壊、鉄道の埋没、電柱の倒壊、
耕地･果樹園の埋没などの比較的大き
な被害が出たこともあります。
　また、日本における黄砂の影響として
は、粒子状物質が増加することによる大
気汚染、視程の悪化による飛行機の運
航障害、洗濯物への黄砂粒子の付着な
どがあります。他方、農畜産物への大き
な影響は確認されていないようです。

（次頁につづく）

日本に飛来する黄砂について
～黄砂の健康影響～

１　はじめに
　毎年春先にかけて、気象ニュ－ス等で
「黄砂飛来」の報道をよく耳にされると
思います。環境省や気象庁では定期観
測や調査が行われており、その事例も含
めて空を黄色く覆う「黄砂」についてお
話させていただきます。
　黄砂とは、中国大陸北西部のタクラマ
カン砂漠、ゴビ砂漠や黄土高原など乾燥
地域（日本の面積の５倍程度に当たりま
す）で、風によって数千メートルの高さに
まで上昇した土壌粒子等が上空の偏西
風に乗って、大気中に浮遊するまたは降
下してくる現象です（図１）。黄砂現象
は、春先に多く見られる一つの気象現象
で太古よりよく知られていました。黄砂
に似た現象の一つとして、サハラ砂漠の
砂が地中海を飛び越えてヨーロッパに
広がる現象があり、このサハラ砂漠のも
のは赤みを帯びています。
　中国においては、「砂塵暴天気（黄
砂）」の気象現象を｢浮塵｣、｢揚砂｣、｢砂
塵暴（嵐）｣、｢強砂塵暴（嵐）｣及び ｢極強
砂塵暴（嵐）｣の５つに分類されていま
す（表）。日本における黄砂の定義は中
国とは異なっていますが、中国の種類に
当てはめると「浮塵」に当たるものがほと
んどであると考えられます。
　なお、気象庁では、黄砂の定義は｢主
として、大陸の黄土地帯で吹き上げられ
た多量の砂の粒子が空中に飛揚し天空
一面を覆い、徐々に降下する現象｣とし、
目視及び測器によって、観測、解析して
います。
２　黄砂による環境への影響
　黄砂は、砂塵により発生源地域及び
その周辺の農業や生活にしばしば重大
な被害を与えるばかりでなく、大気中に
浮遊する「黄砂粒子」を核とする雲の発
生とその降水過程を通して地球全体の

気候に影響を及ぼしていると考えられま
す。また、海洋への降下により、海洋表層
のプランクトンに対するミネラル及び栄
養塩を供給する役目も担っており、海洋
の生態系にも大きな影響（マイナスだけ
でなく、プラスの影響も）を与えていると
考えられています（図２）。
　一方、黄砂は従来、自然現象であると
理解されてきましたが、乱開発による森
林減少とそれに伴う砂漠化の拡大とい
った土地利用のあり方による人為的影
響の側面も持った環境問題として認識
が高まっています。この黄砂問題は、国
境を越えて北東アジア地域共通の課題

表　中国における黄砂の定義２）

図１　黄砂の発生源地域１）
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（前頁のつづき）
３　黄砂粒子の性状と大きさ
　黄砂粒子の主な成分は、石英、長石、
雲母、カオリナイトなどの鉱物であり、日
本まで到達する黄砂の粒径分布は、直
径0.2㎛（ミクロン）から20㎛で、４㎛付
近にピークを持ちます。（図３）。ちなみ
に、花粉は20～30㎛程度、微小粒子状
物質（PM2.5）は2.5㎛以下、細菌は約１
㎛、ウイルスは0.1㎛程度であります。（図
４）。
４　黄砂が健康に及ぼす影響と予防策
　黄砂の健康にたいする影響には以下
のようなことが考えられます。
①　黄砂は花粉などと比べて粒子が細
かく、吸い込むことで砂塵の中の微小
粒子は肺の組織に侵入し、肺の末端
に行き届いてしまう可能性がありま
す。また、黄砂と花粉の飛散する時期
が重なるため、花粉症の症状を悪化
させたり、花粉症よりも重症化するリ
スクがあるといわれています。
②　黄砂の砂塵粒子は土壌起源の鉱物
成分のほか、細菌、菌類、化学汚染物
質などを含んでいる可能性がありま
す。本来、黄砂それ自体は有害物質と
は言えませんが、中国からの飛来途
中に人為起源の大気汚染物質などを
取り込み、日本に降下してくる頃には
健康に悪影響を及ぼす汚染物質に変
質してしまいます。
③　黄砂はアレルギーのような症状を
引き起こすことがあります。原因は明
らかになっていませんが、アレルギー
を誘発する物質が付着しており、それ
を吸い込むことでアレルギーを引き
起こす可能性があると現段階では考
えられています。

　健康被害の予防策として、吸い込まな
いことや持ち込まないことが肝心です。
黄砂の飛来する春先は、「天気予報に注
意して行動する」、「外出を控える」、「マ
スク（ウイルス対策用）を着用する」、「洗
濯物を家の中に干す」など、花粉でおな
じみの対策が有効であると考えられま
す。
５　おわりに
　黄砂の飛来自体は自然現象なので防
ぐことはできませんが、予報技術の進展
により現在では高い確率で予測でき、私
たちはそれに備える事が可能となりまし
た。ただし黄砂に付着する化学物質等

は発生源から飛来
する過程の中で、
その地域の環境に
大きく左右されま
す。１国のみの対
応では解決できず
国境をまたぐ環境
問題となっていま

す。このことから効果的な調査・情報の
収集・発生源対策を実施するために関
係各国の協調及び連携が重要です。我
が国においては、中国・韓国とともに黄
砂対策に関するモニタリング及び予測、
発生源対策についての共同研究等が環
境省を中心に行われています。
　更に、中国における深刻な大気汚染
の影響によって、日本のPM2.5濃度が上
乗せされ、健康に影響があるのではな
いかと心配されています。黄砂は大気汚
染物質を混在・吸着していることが多く、
大気汚染物質を把握するために成分分
析を行う必要があります５）。また、発生源
及び日本におけるモニタリングに係る情
報の共有を深め、黄砂発生の削減につ
なげることが期待されます。
　弊社でも、微小粒子状物質（PM2.5）
の測定調査を実施しておりますが、ご要
望がありましたら日本全国対応させてい
ただきます。
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図２　黄砂発生のメカニズム１）

図３　黄砂粒子の電子顕微鏡写真１）

図４　粒子の大きさ比較（イメージ図）６）
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